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1. KPI指標



KPI指標①

4

環境省「ESGリース促進事業」で
ひめぎんリースが優良事業者に認定

環境省が実施する「令和7年度脱炭素
社会の構築に向けたESGリース促進事
業に係る優良取組認定制度」に応募し、
四国内のリース事業者として初めて、
「優良取組認定事業者」に認定された。

経営課題解決のため、REVICareer（レビキャリ）等の外部
求人サイトも活用しながら、両手型人材紹介業務、副業人材の
紹介等を行っており、成約件数は着実に増加。

人材紹介業務を内製化し積極的に展開

法個人コンサルティング

23年度 24年度 25年度 26年度

47 48
55

（中計目標）
25

＜役務取引等収益＞
（単位：億円）

24年度 25年度 26年度

50

150
（中計目標）

70

＜事業者支援件数＞※1

（3年間の累計、単位：件）

24年度 25年度 26年度

131

300
（中計目標）218

＜事業承継支援取組件数＞※2
（3年間の累計、単位：件）

24年度 25年度 26年度

30

100
（中計目標）

56

＜人材紹介業務成約件数＞
（3年間の累計、単位：件）

･･･2025年度目標・計画

24年度 25年度 26年度

156

500
（中計目標）

248

＜相続・贈与等にかかる信託商品取扱件数＞
（3年間の累計、単位：件）

生産性向上（DX）

24年度 25年度 26年度

617

600
（中計目標）

691

＜顧客DXサポート件数＞※3

（3年間の累計、単位：件）

23年度 24年度 25年度 26年度

49.5%

60%以上
（中計目標）

53.3%

＜API活用率＞※4

53.2%

グループ総合力

23年度 24年度 25年度 26年度

576 522
635

（中計目標）

250

＜子会社利益＞※5
（単位：百万円）

※3 顧客DXサポート件数：デジタルツールに関する顧客紹介業務の同意書取得件数（3年累計）
※4 窓口、ATM、インターネットバンキング、アプリ等による銀行取引のうち、APIを経由した取引の比率（単月実績）

※1 事業者支援件数：資本性劣後ローン実行件数、事業性評価ローン実行件数、DDS実行件数、早期改善計画策定支援件数の合計

※2 事業承継支援取組件数：事業承継コンサルティング実行件数、M&A実行件数および事業承継・引継ぎ支援センター持ち込み件数の合計

※5 子会社利益：ひめぎんグループ連結子会社の当期純利益の合計



KPI指標①

5

ガバナンス

24年度 25年度 26年度

557

900
（中計目標）649

＜ESG投融資実行額＞
（3年間の累計、単位：億円）

地域共創

23年度 24年度 25年度 26年度

12%

15%
（中計目標）14％14%

＜女性管理職比率＞

人的資本経営

23年度 24年度 25年度 26年度

48%
50%

52%
（中計目標）50%

＜男女間賃金差異＞
（単位：百万円）

24年度 25年度 26年度

71.7
70

（中計目標）

※
2025年度
調査実施中

＜エンゲージメントスコア＞

24年度 25年度 26年度

101

200
（中計目標）139

＜キャリアチャレンジ制度実現者数＞
（3年間の累計、単位：名）

24年度 25年度 26年度

25.4%

30%以上
（中計目標）

26.5%
（予想）

＜配当性向＞

23年度 24年度 25年度 26年度

10％削減
（中計目標）

124

＜政策保有株式＞

129

132

（単位：億円）

24年度 25年度 26年度

45

70
（中計目標）48

＜中途採用在籍者＞
（単位：名）

100.0%

42.2% 39.0% 37.0%
（中間）

15年度 23年度 24年度 25年度 26年度

＜GHG排出量削減＞

50%削減
（中計目標）

24年度 25年度 26年度

12.6年

13.5年
（中計目標）12.0年

※9月末時点

＜女性平均勤続年数＞

えひめゼロカーボン・チャレンジ企業に認定

GHG排出量50％削減を前倒しで達
成したことから、次なる目標として、2050
年のカーボンゼロを目指しています。その
計画等が認められ、えひめゼロカーボン・
チャレンジ企業に認定されました。

･･･2025年度目標・計画
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2. 期間中の主な取組み事例



地域共創

7

■ 愛媛県を代表する“造船”と、“金融”という異なる業種の
魅力を一度に体感できる採用イベントとして実施

■ 造船現場の見学や船舶ファイナンスに関する勉強会を
実施するなど、学生からも好評を得た

▲シップファイナンスの歴史や仕組みに関する授業

◀造船所の見学風景

浅川造船株式会社と合同オープンカンパニー実施 クラダシチャレンジの継続開催

■ 第一次産業を支援する取組みとして、愛媛県内4市1町
ならびに株式会社クラダシと連携協定を締結

■ 学生、受け入れ先双方から好評をいただいており、
毎年の継続開催につながっている

▲伊予市（栗の収穫）

◀宇和島市（真珠養殖）



地域共創 ～HandyBankプロジェクト～

8

■愛媛に「縁」のある方々と愛媛を繋ぎ、愛媛の活性化を目指すHandyBankプロジェクトを開始

▲愛媛県を体験するツアーとのコラボ実施

■下期には地元大学と連携した地域活性化策の実施も決定

HandyBank支店専用新商品をリリース

TOPICS

Prime50

U25口座＋

・将来の相続を見据える50歳以上の年代層に向けた新商品

・金利優遇だけでなく、愛媛の特産品が詰まったカタログギフト

を特典として付与

・将来に向けて頑張る若者（25歳以下）に向けた新商品

・電子マネーへの口座振替チャージ、給与受取口座への指定

などのお取引に対し特典を付与

▲地元大学との連携施策を11月実施予定



本資料は、決算の概要や経営方針等のご案内を目的としたもので、

当行が発行する有価証券の投資勧誘あるいは取引の推奨を目的

とするものではありません。

将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化などによって

異なる可能性があることにご留意ください。

愛媛銀行 企画広報部

TEL 089-933-1111 FAX 089-933-1027

ホームページアドレス https://www.himegin.co.jp/

お問い合わせ先


